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―
今
回
の
受
賞
の
意
義
な
ど

を
伺
え
ま
す
か
。

　

藤
原
教
授　

二
点
Ｄ
Ｏ
制
御

シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
、
京
都
大

学
在
学
中
の
基
礎
研
究
が
基
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
好

気
槽
と
嫌
気
槽
の
２
槽
で
行
っ

て
い
た
有
機
物
除
去
や
硝
化
お

よ
び
脱
窒
処
理
を
、
単
一
槽
で

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。
当
時
は
縦
型
リ
ア
ク

タ
ー
で
の
処
理
を
想
定
し
、
博

士
の
学
位
を
頂
く
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
建

設
費
用
の
課
題
な
ど
で
実
用
化

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
新

技
術
の
開
発
・
実
用
化
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
と
身
を
も
っ

て
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
受
賞

で
き
た
の
も
、
産
官
学
連
携
な

ど
で
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
お

り
、
関
係
各
位
の
努
力
が
実
を

結
ん
だ
こ
と
に
対
し
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

―
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム

の
概
要
や
特
長
に
つ
い
て
ご
説

明
く
だ
さ
い
。

　

藤
原　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

反
応
タ
ン
ク
と
な
る
無
終
端
水

路
内
の
２
カ
所
に
溶
存
酸
素
計

を
設
け
、
酸
素
濃
度
が
所
定
の

値
と
な
る
よ
う
、
曝
気
風
量
と

縦
軸
水
流
発
生
装
置
の
回
転
速

度
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
自
動
制

御
す
る
技
術
で
す
。
水
路
内
に

好
気
ゾ
ー
ン
と
無
酸
素
ゾ
ー
ン

を
形
成
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
高
度
処
理
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

主
な
特
長
は
、
負
荷
変
動
に

応
じ
た
適
切
な
運
転
が
可
能
に

な
っ
た
た
め
、
安
定
し
た
処
理

水
質
と
消
費
電
力
の
削
減
と

い
っ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
コ

ス
ト
化
を
同
時
に
実
現
で
き
る

点
で
す
。
さ
ら
に
、
条
件
に

よ
っ
て
は
高
負
荷
運
転
に
も
対

応
で
き
る
こ
と
か
ら
処
理
時
間

の
短
縮
に
も
つ
な
が
り
、
既
存

施
設
を
活
用
し
た
能
力
増
強
お

よ
び
省
ス
ペ
ー
ス
化
も
可
能
と

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
中
小
事

業
体
が
抱
え
て
い
た
様
々
な
課

題
を
解
決
で
き
る
技
術
と
い
え

ま
す
。

　

―
開
発
の
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

藤
原　

従
来
の
Ｏ
Ｄ
法
で

は
、
タ
イ
マ
ー
を
用
い
て
エ
ア

レ
ー
シ
ョ
ン
の
運
転
を
切
り
替

え
る
こ
と
で
、
好
気
時
間
、
無

酸
素
時
間
を
交
互
に
生
み
出

し
、
24
～
36
時
間
程
度
か
け

て
、
有
機
物
除
去
や
硝
化
お
よ

び
脱
窒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
負
荷
変
動
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
運
転
が
難
し
く
、
消

費
電
力
が
大
き
い
こ
と
が
課
題

で
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
都
市
に
お
い
て

は
、
広
域
化
に
よ
る
施
設
の
統

廃
合
が
進
み
、
当
面
は
流
入
汚

水
量
の
増
加
な
ど
で
既
存
施
設

の
能
力
不
足
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
増
設

分
の
能
力
が
将
来
的
に
不
要
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
な

ど
、
施
設
整
備
に
関
す
る
悩
ま

し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
減
収
や
改
築
更
新
費

の
増
大
に
よ
り
、
よ
り
厳
し
い

経
営
環
境
と
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
て
お
り
、
一
層
の
コ
ス
ト

縮
減
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
と
同
等
以
上
の
処
理

能
力
を
保
ち
つ
つ
、
消
費
電
力

を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
し
た
。

　

―
実
用
化
に
向
け
て
産
官
学

で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
か
。

　

藤
原　

平
成
12
年
に
前
職
で

在
籍
し
て
い
た
高
知
大
学
で
、

人
工
下
水
を
用
い
た
ラ
ボ
ス

ケ
ー
ル
（
容
量
８
㍑
）
で
の
基

礎
研
究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
16

年
に
は
前
澤
工
業
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
、
実
下
水
で
の
ベ
ン

チ
ス
ケ
ー
ル
（
容
量
３
０
０

㍑
）
で
、
実
規
模
へ
の
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
検
討
を
高

知
県
浦
戸
湾
東
部
流
域
下
水
道

高
須
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
20
年
に

高
知
県
香
南
市
、
高
知
大
学
、

前
澤
工
業
に
よ
る
４
者
協
定
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
日
本
下

水
道
事
業
団
、
高
知
大
学
、
前

澤
工
業
に
よ
る
、
日
本
下
水
道

事
業
団
公
募
型
共
同
研
究
と
し

て
香
南
市
野
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
終
了
後
は
、
実
験
で
使
用

し
た
設
備
を
香
南
市
へ
そ
の
ま

ま
引
き
渡
す
形
で
、
同
セ
ン

タ
ー
に
初
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
産
官
学
連
携
に
お
け
る
新

技
術
開
発
お
よ
び
地
域
実
装
に

あ
た
り
、
関
係
者
全
員
が
同
じ

方
向
を
向
き
、
熱
意
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

今
後
を
見
据
え
た
技
術
展
開
を

行
う
こ
と
な
ど
が
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る

事
業
体
が
主
体
性
を
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
も
重
要
で
、「
自

分
た
ち
も
一
緒
に
新
技
術
を
作

り
上
げ
た
」
と
い
う
意
識
が
、

地
域
実
装
の
後
押
し
と
な
り
ま

し
た
。

　

―
地
域
の
課
題
解
決
に
は
ど

の
よ
う
に
寄
与
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

藤
原　

実
証
実
験
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
な
っ
た
高
知
県
は
、
全

国
に
15
年
先
行
す
る
形
で
人
口

減
少
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
他
の
地
域
も
同
じ

課
題
に
直
面
す
る
こ
と
か
ら
、

高
知
県
を
課
題
解
決
先
進
県
に

し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

実
証
実
験
で
は
、
野
市
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
従
来
水
処
理
系
列

と
比
較
し
て
、
消
費
電
力
を

66
％
削
減
す
る
と
と
も
に
、
処

理
時
間
も
最
短
で
12
時
間
に
縮

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
香
南
市
で
は
、
将
来
的

に
市
内
10
カ
所
の
処
理
場
を
２

カ
所
に
統
合
す
る
計
画
を
進
め

て
お
り
、
同
市
の
夜
須
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
既
存
施
設
の

処
理
能
力
不
足
も
本
技
術
で
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
他
の
地
域
に
お
い
て

も
同
様
の
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―
持
続
可
能
な
汚
水
処
理
に

向
け
て
、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
下

水
道
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス

テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

藤
原　

コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は

複
数
便
益
と
い
う
意
味
で
、
一

つ
の
活
動
が
様
々
な
利
益
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
指
し
ま

す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ

う
に
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来

の
Ｏ
Ｄ
法
が
抱
え
て
い
た
課
題

の
み
な
ら
ず
、
気
候
変
動
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
人
口
減
少
、
過
疎
・

高
齢
化
、
と
い
っ
た
社
会
的
課

題
を
同
時
に
解
決
す
る
、
ま
さ

に
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
な
技
術
と

い
え
ま
す
。

　

現
在
は
国
内
９
カ
所
の
下
水

処
理
場
で
導
入
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。今
後
、採
用
数
が
増
え
、

地
域
の
課
題
解
決
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

消
費
電
力
削
減
な
ど
を
実
現

持
続
可
能
な
下
水
道
に
貢
献

　

日
本
下
水
道
施
設
業
協
会

は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
３
年
度

第
１
回
講
習
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
い
た
。
日
本
下

水
道
事
業
団
（
Ｊ
Ｓ
）
の
山

根
洋
之
・
事
業
統
括
部
事
業

課
長
代
理
が
、「
Ｊ
Ｓ
の
工

事
安
全
推
進
」
と
題
し
、
Ｊ

Ｓ
発
注
の
設
備
工
事
に
お
け

る
事
故
の
発
生
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

近
年
の
事
故
発
生
状
況
を

見
る
と
、
工
種
別
で
は
、
土

木
・
建
築
工
事
が
過
半
数
を

占
め
、
大
規
模
な
工
事
ほ
ど

発
生
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
年
間
で
は
、
５
～
６
月

の
出
水
期
や
３
月
の
竣
工

前
、
10
月
以
降
の
機
器
据
え

付
け
期
な
ど
に
多
発
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　

年
休
業
４
日
以
上
の
重
大

事
故
の
原
因
は
、
墜
落
・
転

落
が
５
割
を
占
め
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
、
躯
体
頂
版

の
配
筋
作
業
を
完
了
し
た

後
、
現
場
に
設
置
さ
れ
て
い

る
昇
降
設
備
か
ら
で
は
な

く
、
鉄
筋
上
か
ら
頂
版
下
枠

に
足
を
か
け
て
地
面
に
降
り

よ
う
と
し
、
足
を
滑
ら
せ
て

転
落
し
た
事
故
が
起
き
て
い

る
。

　

厚
生
労
働
省
の
分
析
に
よ

る
と
、
労
働
災
害
の
発
生
原

因
の
９
割
以
上
が
不
安
全
な

行
動
や
状
態
に
起
因
し
、
そ

の
多
く
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
よ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
の
代
表
的
な
原
因
は
、

危
険
軽
視
や
不
注
意
、
無

知
、
未
経
験
な
ど
が
あ
る
。

　

山
根
課
長
は
「
危
険
軽
視

は
、
高
所
作
業
で
『
２
㍍
く

ら
い
の
高
さ
な
ら
大
丈
夫
』

と
考
え
、
安
全
帯
の
使
用
を

怠
っ
た
結
果
、
墜
落
・
転
落

す
る
事
例
な
ど
に
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
一
つ
の
こ
と
に

過
度
に
集
中
す
る
と
他
の
こ

と
に
対
す
る
注
意
が
払
え
な

く
な
る
と
い
う
人
間
の
特
性

か
ら
、
建
設
現
場
で
は
、
作

業
に
集
中
す
る
ほ
ど
不
注
意

に
な
り
や
す
く
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
も
頻
発
し
て
い

る
。
無
知
や
未
経
験
は
、
現

　

藤
原
拓
・
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
ら
が
開
発

し
た
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
装
置

が
、
第
47
回
優
秀
環
境
装
置
経
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
同

シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
ま
で
、
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
グ
ラ
ン
プ

リ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
新
た
な

汚
水
処
理
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
藤

原
教
授
に
同
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
今
回
の
受
賞
の
意
義
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
。

第第
4747
回
優
秀
環
境
装
置
経
産
大
臣
賞
受
賞

回
優
秀
環
境
装
置
経
産
大
臣
賞
受
賞

の
意
義
と
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム
の
概
要

の
意
義
と
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム
の
概
要

前
澤
工
業
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と
共
同
研
究

藤
原
藤
原  

拓拓
氏氏

に
聞
く

に
聞
く

京
都
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
教
授

Ｊ
Ｓ
の
工
事
安
全
推
進
テ
ー
マ
に
講
習
会

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
い
で
事
故
撲
滅
へ

施
設
協

場
で
働
い
た
経
験
が
少
な
い

若
者
に
多
く
見
ら
れ
、
予
防

策
と
し
て
、
先
輩
か
ら
の
体

験
談
を
聞
く
こ
と
や
、
実
態

に
近
い
映
像
教
材
の
活
用
、

危
険
体
感
教
育
な
ど
で
危
険

感
受
性
を
高
め
る
こ
と
が
有

効
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
高
年
齢
労
働
者
に

対
す
る
安
全
衛
生
教
育
に
つ

い
て
、「
十
分
な
時
間
を
か

け
、
写
真
や
図
、
映
像
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
や
、
未
経

験
業
務
に
つ
い
て
は
丁
寧
に

教
育
訓
練
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、
加
齢

に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
は

個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
自

己
の
身
体
機
能
の
低
下
を
客

観
的
に
認
識
さ
せ
、
身
体
機

能
の
低
下
が
労
働
災
害
に
つ

な
が
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
化
学
工
学

会
は
さ
き
ご
ろ
、
第
52
回
秋

季
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
岡

山
大
学
で
の
オ
ン
サ
イ
ト
併

用
で
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

し
た
。
化
学
工
学
ビ
ジ
ョ

ン
、
特
別
、
部
会
横
断
型
、

部
会
の
各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
が
催
さ
れ
、
こ
の
中
で
水

道
に
関
す
る
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム（
講
演
・
討
議
・
討
論
）、

下
水
汚
泥
に
関
連
し
た
論
文

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
札
幌

宣
言
の
実
行
―
安
全
な
水
へ

の
化
学
工
学
の
貢
献
―
」
で

は
、
同
学
会
が
令
和
元
年
９

月
に
発
表
し
た
「
国
連
持
続

可
能
な
開
発
目
標
に
関
す
る

宣
言
―
人
々
の
『
健
康
、
安

心
、
幸
福
』
の
た
め
の
化
学

工
学
―
」（
札
幌
宣
言
）
を

踏
ま
え
、
水
と
衛
生
へ
の
ア

ク
セ
ス
実
現
と
持
続
可
能
な

管
理
に
向
け
、
異
分
野
と
の

協
働
な
ど
を
議
論
し
、
約
１

１
０
人
が
聴
講
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
宮
崎
あ
か

ね
・
日
本
女
子
大
学
理
学
部

教
授
が
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
水
」
と
題
し
、
化
学
工

学
者
が
持
っ
て
い
る
水
に
関

す
る
様
々
な
技
術
開
発
・
知

の
蓄
積
と
、
他
分
野
と
の
連

携
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
札
幌
宣
言
で
は
「
心
身

と
も
に
健
や
か
で
安
心
と
幸

せ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
状

態
」
と
定
義
）
と
と
も
に
、

類
を
適
正
管
理
す
る
技
術
開

発
に
は
生
態
系
な
ど
へ
の
理

解
と
と
も
に
、必
要
な
時
期
・

濃
度
で
栄
養
塩
類
を
放
流
で

き
る
高
度
な
水
処
理
技
術
が

必
要
」
と
ま
と
め
た
。

　

参
加
型
グ
ル
ー
プ
討
議

は
、講
師
・
聴
講
者
が
①
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
水
②
途
上

国
で
の
水
管
理
③
海
洋
に
関

わ
る
水
管
理
④
水
に
対
す
る

化
学
工
学
の
貢
献
⑤
国
際
連

携
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
―
の

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討

議
。

　

こ
の
中
で
、「
水
道
・
下

水
道
一
体
で
提
案
」「
現
地

の
水
事
情
な
ど
の
観
点
が
重

要
」「
海
外
で
膜
の
普
及
向

上
を
」「
分
散
型
な
ど
で
化

学
工
学
が
貢
献
へ
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

総
合
討
論
で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
の
討
議
内
容
な
ど
を

発
表
後
、
参
加
者
で
意
見
交

換
。「
多
様
な
価
値
観
へ
の

合
意
形
成
が
重
要
」「
全
て

の
関
係
者
が
目
標
設
定
な
ど

か
ら
情
報
共
有
を
」「
様
々

な
分
野
・
人
と
の
連
携
が
不

可
欠
」
な
ど
が
呼
び
掛
け
ら

れ
た
。

　

一
方
、
論
文
発
表
で
は
環

境
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

三
機
工
業
が
「
下
水
汚
泥
焼

却
灰
の
高
温
付
着
性
に
及
ぼ

す
無
機
組
成
の
影
響
の
体
系

的
解
析
」
と
題
し
、
汚
泥
焼

却
炉
で
の
流
動
不
良
や
煙
道

閉
塞
な
ど
の
不
具
合
に
対
処

す
る
た
め
、
焼
却
灰
の
成
分

が
付
着
力
に
与
え
る
影
響
を

解
析
。
そ
の
結
果
、
リ
ン
・

カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が

付
着
力
を
上
昇
さ
せ
、
鉄
が

付
着
力
を
低
下
さ
せ
る
な
ど

と
説
明
し
た
。

　

部
会
横
断
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
を
推
進
す
る
化
学
工

学
」
で
は
、
新
潟
大
学
大
学

院
が
注
目
講
演
「
汚
泥
灰
か

ら
リ
ン
系
肥
料
の
製
造
と
物

質
収
支
」
と
し
て
、
酸
溶
出

と
ア
ル
カ
リ
溶
出
を
組
み
合

わ
せ
た
二
段
溶
出
技
術
を
開

発
し
、
汚
泥
灰
か
ら
の
リ
ン

回
収
率
80
％
が
達
成
で
き
た

と
し
て
い
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
に
よ
る
招
待
講

演
「
製
造
工
程
排
水
の
リ
サ

イ
ク
ル
使
用
の
取
り
組
み
」

で
は
、３
Ｒ（
削
減
・
再
利
用
・

再
生
）
を
基
本
と
す
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循

環
経
済
）
の
事
例
と
し
て
、

排
水
処
理
で
ガ
ス
発
生
・
発

電
な
ど
創
エ
ネ
や
新
価
値
を

生
み
出
し
な
が
ら
、
環
境
と

経
済
を
両
立
し
て
い
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

性
能
と
量
の
視
点
で
と
ら
え

た
社
会
実
装
の
必
要
性
な
ど

を
指
摘
し
た
。

　

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ク
ア
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
佐
原

絵
美
氏
に
よ
る
招
待
講
演

「
分
散
型
水
処
理
・
給
水
シ

ス
テ
ム
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
―
」
で
は
、
海
外
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
事
例
と

し
て
、
表
流
水
浄
化
・
脱
塩

や
無
電
化
村
落
×
緩
速
ろ
過

な
ど
を
挙
げ
、
水
源
を
問
わ

ず
要
望
に
応
じ
て
提
案
し
、

分
散
給
水
＋
水
源
監
視
の
一

体
化
の
実
現
な
ど
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。

　

西
嶋
渉
・
広
島
大
学
環
境

安
全
セ
ン
タ
ー
長
は
展
望
講

演
と
し
て
、「
海
の
豊
か
さ

を
も
た
ら
す
水
管
理
」
と
し

て
、
海
域
で
栄
養
塩
類
の
窒

素
・
リ
ン
の
過
剰
な
流
入
を

防
止
す
る
た
め
、「
栄
養
塩

下
水
汚
泥
関
連
で
論
文
発
表

安
全
な
水
へ
の
貢
献
策
で
討
論
も

化
学
工
学
会

秋

季

大

会

災
害
時
支
援
者
育
成
講
習
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

申
し
込
み
は
12
日
ま
で

水
コ
ン
協

　

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
19
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
「
令
和
３
年
度
災

害
時
支
援
者
育
成
講
習
会
」

を
開
く
。
対
象
は
、
水
コ
ン

協
と
日
本
下
水
道
管
路
管
理

業
協
会
の
会
員
、
地
方
公
共

団
体
職
員
。
講
師
は
、
災
害

査
定
資
料
の
作
成
業
務
な

ど
、
実
際
に
現
地
で
下
水
道

施
設
の
復
旧
・
復
興
に
直
接

携
わ
っ
た
水
コ
ン
協
災
害
時

支
援
委
員
会
災
害
時
支
援
者

育
成
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
務
め
、
現
地
で
の
経
験
な

ど
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
。

　

参
加
希
望
者
は
、
12
日
ま

で
に
水
コ
ン
協
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
か
ら
直
接
申
し
込
む
。
参

加
費
無
料
。
定
員
は
、
先
着

順
で
５
０
０
人
。

２０２１年（令和３年）１１月１日（月曜日）


